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体に向けて近くから発せられたのに対して、他個体への接近中には Increasing type と
Burst-pulse-typeが多く発せられている事が明らかになった。一方、Fluctuating type は普段
最も高頻度で発せられるが、接近行動中には減少することがわかった。これらの事実および各





様の方法を用いてパルス音列の抽出・分類を行った。その結果、Burst-pulse-type 以外の 3 タ
イプの音声が確認された。船上から観察された行動と観察中に録音された各音声タイプの関係
は、飼育下で示唆された各音声の機能から、ほぼ矛盾なく説明可能であった。   
本研究により、イロワケイルカの音声バリエーション及びその機能が初めて明らかになり、本
種がパルス音列を利用したコミュニケーションを行っている可能性が強く示唆された。 














から、４タイプ(Burst-pulse type, Decreasing type, Increasing type, Fluctuating 
type)に分類できることを初めて明らかにしている。次に、飼育下にて物体や他個体への
接近行動中の音声タイプの変化、発声時の行動などを詳細に分析し、Decreasing-typeと
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